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前回のミニレポートについて
• 回答数（全回答数は129）

– オンライン授業に関して問題がある:

1人

– 対面授業に参加するには問題があるい：
9人

– 自分で撮った写真をMoodle にアップロードすることができる：
114人 （全員じゃなかったのか！）

– MicrosoftのWord を使うことができる：
127人 (これまた、全員じゃなかったのか！)

– 高校・大学を通じて物理に関する授業を履修したことがない：
20人 （例年より多い。この人たちは頑張ってください）

– 高校の時に地学の科目(地学、基礎地学など)を履修した：
12人 （地学を勉強してきた人は少数派）

– 一学期の地球惑星科学1を履修した：
55人 （例年並み）
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授業形式に関する連絡
• 来週以降もzoom によるオンライン形式で実施

– シラバスには全てオンライン授業で実施すると書いて
しまっていたので。。。

– オンライン授業に参加するには問題ある人が１人いた。
この方、連絡求む！！！
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• 大気の平衡状態とは

• 大気の大循環とは

• 参照：地球惑星科学入門 18章、19章

今日のテーマ



太陽放射と地球放射

地球惑星科学入門P.223 • μmは１０－６ m

地学図表P.177

• 放射＝光（電磁波）

ラングミューアー・ブロッカー
「生命の惑星」

電磁波の種類

太陽光スペクトル



入射量（太陽定数）

⚫地球全体が受け取る太陽エネルギーは 1.8×1017W

⚫太陽定数：太陽光線に垂直な面１ｍ２が１秒に受けるエネルギー
⚫太陽定数は 1367 W/m2

地学図表P.176



今日の計算問題

• 地球全体で平均した日射エネルギーを計算
しよう
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この面が1秒間に受ける
日射エネルギーを地球
全体（夜の部分も含めて）
にばらまくことを考える



地球全体の熱収支
地球惑星科学入門P.224

入射(収入)

射出(支出)



入射量の違い

地学図表P.180
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太陽放射・地球放射の緯度分布

地球惑星科学入門p230
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超過不足

熱輸送



熱の輸送

地球惑星科学入門p231
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大気の大循環
地学図表P.180
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地球大気の大規模循環

地球惑星科学入門p232
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ハドレー循環

ハドレー循環

温帯低気圧

温帯低気圧

熱帯
低気圧

熱帯
低気圧



中緯度の循環：高気圧・低気圧

15詳しくは次々回に！

高気圧・低気圧：偏西風の蛇行に伴って生じる巨大な渦

地学図表P.185



全球の雲分布

地学図表P.181
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世界の気候図

地球惑星科学入門口絵 19
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成層圏・中間圏の東西風
地学図表P.92
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